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令和元年度座談会「町長と語ろうまちづくり」（平山集会所） 

開 催 日 時 令和元年 1１月６日（水）午後７時から午後９時    天気 晴 

場 所 平山集会所 

町民参加者 男１７人  女１０人 （４０代以下１人、50代５人、60代以上２１人） 

町 出 席 者 
町長、副町長、教育長、参事兼企画政策課長、福祉課長、農林課長、 

商工観光課長、会計課長、事務局２人 

 

 

出席者から出た主な意見や提案 
 

 

《テーマ：なし》 

○洒水の滝の遊歩道の状況を教えてもらいたい。 

 

○遊歩道はいつぐらいに出来る見込みか。 

 

○和合橋の先が駐車場になるという話があったが、それに伴って和合橋を広くするといったような

改修の予定はあるのか。 

 

○県道矢倉沢山北線について、田代組から足柄橋までの 100ｍぐらいに歩道を作ってもらいたい。

滝の整備が終われば車の交通量も増えるため、大きな事故が起こる前に歩道を作ってもらいたい。 

 

○スマートインターが出来て、観光客が多く来るという想定のなかで、規模の大きな道の駅を作る

といった予定はあるか。また、予定が無かったとしたら、スマートインターによる波及効果があ

ると思うが、町としてどのようにスマートインターを活用してくのか教えてもらいたい。 

 

○瀬戸平山は道路の土砂崩れ等が起こると陸の孤島になってしまう地区であり、台風が近づく前に

避難しなければならない地区である。ニュースなどでは数十年に 1 度の災害という言われ方を

するが、毎回そのように言われてしまっては避難のタイミングがわからなくなってしまう。本当

に避難が必要な際にどのように周知するのか。 

 

○瀬戸平山地区の洪水ハザードマップについて、山北町のハザードマップは現在作成中であり、県

のハザードマップを見るように言われたが、県のハザードマップにはちょうど瀬戸平山地区が抜

けている。抜けが無いように作成をお願いしたい。 

 

○皆瀬川、滝沢川、尺里川、河内川については県のハザードマップが出来ているので、町のものは

作成中という話しだが、その他の区間についても併せてハザードマップが出来るのか。 
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○雨が強くなっているなかで避難準備を行うために高齢者の方で移動が困難な方がいるが、そのよ

うな方へ電話で役場へ連絡すれば迎えに行くという話を周知しているのか。 

 

○生涯学習センターに 180名ほど避難されたという話だが、キャパシティはどれくらいあるのか。

実際に行ったことがないが、避難所や駐車場はどのような状況だったのか教えてもらいたい。 

最近は、避難する人は増えてきている傾向なのか。 


